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仕立及び養生について

植 本 東 彦

(自立真珠研究所)

1.養殖作業体系と真珠の品質

真珠養殖に当って、私共がその限られた漁場、限られた母貝を最大限に利用

するという事は、即ち、その漁場、その貝から可能な限り多くの良質な翼珠を

生産すると云う事であります。そのためにこそ、この業に携わる人々の全て

が、日夜力を尽して仕事に励み、また様々な試みに努力しているのです。しか

しながら、良質の真珠を生産するために、真珠養摘の作業体系のうち、何処を

突けば翼珠の品質のどの点、に作用するかを、予め知っておく必要があると思い

ます。勿論大部分の方々は、そういう事を良く御存知だと思いますが、もう一

度極く大ざっぱに御説明いたします。第1図のように真珠の品質というもの

は、形、賀、色、巻き、光沢という 5要素から成立っておりますが、そのうち

色、巻き、光沢の3要素は、主として珠養成の過程に左右されるもので、云い

換えれば漁場の条件とか養殖管理の条件に支配されていると考えられます。特

に漁場の条件は大きい要因であります。一方、形、質の 2要素は挿核前後の、

全体からみれば比較的短い期間の買の生理活動の在り方に支配さわしています。

この期間には仕立、挿核手術、養生の3者がありますが、そのうちどれが特に

この 2要素を強く支配しているかと云えば、それは仕立であります。仕立は、

第 1図 養殖作業体系と真珠品質との関係
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この2要素ばかりでなく、色、巻きにも或る程度の影響力を持っております。

勿論、挿核技術は直接的にこれらの要素と関係を持っているのですが、現在で

はその技術水準の高度化と平均化とによって、技術的には何処の作業場も大差

のない状況になっていますから、特にこ Lでは採上げないことにしました。

さて、それでは仕立と真珠の品賀との関係は、具体的にどんなものかを述べ

てみましょう。

2.仕立は何故必要か

挿核手術の前に行なう仕立作業というものが、何故必要なのか、一般?とは卵'

抜き作業:を例にとるまでもなく、生殖腺の中の卵や精子が挿核日章害になり、

また品質に恐影響を与えるからだという事、或いlづ、閉口しやすくなる等の盟由

があげられてきたのですが、本当にそうなのかどうか、それだけの理由なのか

どうか、仕立の本当の必要性を知っておく必要がありましょう。

(1)仕立をするとどうなるか

まず、仕立作業によって貝がどうなるかを、例えば貝の生理状態の面から見

て行くと第2図のようになります。健康状態を診断するために、貝の腸管内に

ある粁品体を取出して、その重さを測り、仕立の経過に従ってどのように変化

するかを調べたものです。上の三角形を結んだ線は普通の平龍に入れておいた

もの、メしを結んだ線は仕立をした貝のものです。仕立の経過につれて次第に粁

品体の重さが軽くなってきて、 25日後には正常の約半分位になってしまいまし

た。このように仕立には、貝の生理状態、を低下させる働きがあtります。

害事2図 仕立による梓晶体重量の変化
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(2)掃核手術後にどうなるか

それでi主、このように仕立をした員と、普通に養殖してあった貝の双方に挿

核手術をしたら、手術の後にどうなるかを別の実験例をとって見てみましょ

う。第3図がそれです。仕立をしてから挿核手術をした貝は、粁晶体の重さが

直ぐに増えはじめ、 20日後には大体元通りになりました。一方、仕立宅どせずに

普通に養殖してあった貝に挿核手術をした場合には、手術の後に粁品体は急激

に軽くなってしまい、手術後30日たっても元の重ざまで渓っていません。即

ち、手術の後に酷く弱ってしまって‘回復が非常に運れることを示していま

す。

第 3図 仕立の有無による待核手術後の杵晶体重量まの相違
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(3)成績の違い

このように仕立をした詳と、しなかった群の成結は、どのように違ってくる

か、 35年に行なった実験例をとって述べてみましょう。 7月の初めから仕立を

して、仕立期間10日、 17日、 24日の 3群と、仕立をしなかったもの 3群を比較

Lました。第1表に見られる通り、両者の奨死率にかなりの違いがみられします

(仕立期間24臼詳は手術後の高水瓶によって成績が悪くなっています)。 仕立

群の奨死率は少ないことがおわかりでしょう。

次に第2表から、両者の歩留にも違いのあることがわかります。仕立群の歩

留成績が良好です。仕立をLtcr かった群は、緊~E も多く脱核も多かったために

歩留が悪かったと云うことができます。

更にそこから生産された真珠の品質はどうかと云えば、第3表のように、仕

立期間24日群を除いて、仕立訴では80%以上正常な翼珠が形成されています

が、仕立をしなかった群では約50%しかありませんでした。即ち、仕立をしな
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第1表 仕立の有無による賂死率の相違(浜上げ迄の結果)

群 ; 無仕立群 i持核月日

7. 5% I 18. 4% i 7月13日

5.8 I 21. 7 I 7月日

15.8※ 32.9※ iHm  

養殖期間 i 仕 立

昭和35年7""'12月 J 仕立期間10日
3 年只 i ク 17日

1. 5分核1ヶ入れ| グ 24日

※ 高水温による増加

2~交 仕立の有無による歩憶の

(浜上真珠イ回数/使用;断固数x100)

3 

挿核月日

年 貝 。 17日72.5
/1 24日 56.2※1.5分核1ケ入れ

※ 高水{誌による繁死・脱核の場力日

いで挿核手術をしたものからは、 、どくず珠等の有機質実珠が筏めて多く

生産されるという事なのです。また、仕立をしても、衰弱気味にしてしまった

り、手術後の水温カミ高かったりすると、仕立をしなかったものと結果的に同じ

傾向を示すこともわかります。

第3表仕立の有無による真珠品質の相違
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成績全体を総合すれば、仕立をしなかった場合には、奨死が多く脱j核も多い

から歩留が悪く、吏に真J~ミ品質も劣り、商品価値の少ないものが多く生産され

る結果になるのです。このことから、仕立と実珠品質の関係、仕立の必要性と

いうものが、はっきりお判りになる筈です。

これらの結果を、前述の生理状態の変化や、費支え装組織及び初期分泌物の顕

微鏡検査の結果と結びつけて、第 4~廷にまとめました。即ち、主珠の品質(特

に形質) ì士、持核手術時の貝の ~1:=.31J2状態によって決定されてくることが判りま

す。云いかえれば、貝の体の中に核を入れる前に、そのtfi:貝から作られる

の品質のお Lかたは、きまってしまうという事が云えるわけで、仕ーなの重苦性

がお判りになったと思います。

神枝子術時の母貝の 形質との関係

→摂3主主手術後一ゐ真珠袋上皮組織の」初期」真珠の
の会現状態 〆形態的職能的変化ノ分11物'形手T

E ふ
/

vvr
ロ
ペ
[ →遅れる→ →不良

抑制(低下)→ LP回復速い→速い→真珠層分泌速い斗良
L7r夢若死率少ない

(4)掃核手術と生体反応

では、何故仕立の有無によって、このような手術後の違いが出来てくるのか、

何汝仕立をしなければならないかと云う事を考えてみましょう。

一般に生物が外界からの絶え間ない刺戟や変化に適応して、身体の調和を保

ち生命を維持できるのは、神経系(特に自律神経系)と内分泌系というこつの

調節装置があるからで、これによって体の中のあらゆる反応が、全体の目的に

かなうように統制されています。もし、外界から有害な!{nJ戟が加えられた時、

これらの調節装置は防禦的な反応を起し、これに抵抗します。このような反応

を生体反応或いは生体防措反応とい Lますが、生体を防衛する手段には、この

ように抵抗力を増大する反応の型の他に、これとは全く逆の反応の型を示すも

のが生物界には見られます。即ち、外界からの刺戟に対する抵抗をやめてしま

う型のもので、 H列jをとれば冬眠現象がそれです。寒さという大きい刺戟に対

して、若しも、まともに抵抗していたら、すぐに体力の消耗、疲労のために死

んでしまう筈ですが、刺戟に対して調節装置が働かないようにし、[坊禦的反応

RjJち抵抗をやめ、体のあらゆる生命現象を白ら低く保って、刺戟の去るのを待
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つ第二の ~lの生体防術反応です。

さて、手術のように急激且つ直接的に生体に加えられる大きいJjilj戟(手術的

に対しては、予め人為的に防衛体制を終えさせておく事が必要です。 1iiJ

故なら、そうした措置

体を保護する役目

じないで、いきなり侵襲を加えた場合には、本来生

が異常な且つ過剰な主体訪l~r反応を起し、か

えってそのために全身の平衡・調和が(i皮!袈され、自ら重;JfEな疾1i1或いは死に五

る結果を招くからです。いわゆる外{男性νヨツクと同じ性質のものです。アゴ

ヤガイに、いきなり手術をした吻合に、手術後の箆死が多く、戎い!土衰弱し回

復に多くの日数を要するのは、そのためなのです。

そこで押核千術に際して、予め前述の第二の型の防衛手段を講じさせるため

に、仕江主ど行なうのです。 f上J7:によって貝のあらゆる生活機能は抑制さわしてし

まい、従って生理状態f主低下するのですが、それによって体の調節設置は千術

的使議(挿核)という大きな刺I段を受けても、治んど)又FGしなくなってしまい

ます。ですから、生沼状態が低いなりに、体の主3)1的平・調和が維持される

わけで、手術後の回復も順調に行われるのです。人でもHのような下等生物で
も、その宝命を被持してゆくために行われる体の営みというものは、その形や

発達程度の遅いがあっても、 変った所はないのです。従って、私共が

民コj-~扱う j場合に、それだけの考慮を持たなければならない事は云うまでもあり

ません。手術には成功したが忠者は死んでしまったという医者のl嘆きは、その

ー一一一一今
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まL私共にも当てはまるわけで、?市校技術がどんなに上手で、手術に成功した

としても、手術前の貝の健康管理(仕立)が悪ければ、貝は衰弱、緊死し真珠

の品質は不良になるのです。その意味からも、仕立を行なう海事技術者の責任

は、挿核技術者のそれに勝る11ftに重大なものであると云えましょう。

仕立における抑制の方法

季節的抑制量

とは、貝の生活機能を全面的に抑制し、生理、状態、を低下させる手段であ

るのですが、それで、は抑制に一ついて或し汁l主その方法について、どのように考え

てゆけばよいでしょうか。 まず、貝に挿核手術をするJ;号合に、手術をしても前

述の過剰な生体反応が売れんど起らない一定の生理的水中があるわけですが、そ

れとf1の手iiij的な生):11'変動との関係を、大さっぱoこがlいてみると第5図のよう
になり、手な生斑状態の 1'i::'Jさと、子市Itrに要するFfi政状態の水準との廷が、

その1I手J切に要求される抑制量であると云えましょう。その琶l'j、春vc少なく夏に

多く、秋には最も多くなる筈です。しかし、衰の高水温によって員は多少とも

弱る事があり、同じ方法・期間をとっても水温という要素によって抑制が加速

強化されることになりますから、この時期の抑制量は図に示したものより実際

には少なく感じられる筈です。また、秋け、7]¥i鼠の下降j羽が近く、それまでに挿

核後のjえを回復させる必要から、実際には図にポすほどの抑制量は、かけられ

ないかも知れませんO しかし、実際に行われている秋の仕立は、抑制が少なす

ぎる知向があります。秋の珠が思いという事を屡々耳にしますが、多くの場合

この抑制jが少なすぎる事に原因しているようです。

(1 ) 

季節的生理変動と抑制塁第 5図

高
↑
生
理
状
態
↓
低
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(2) 抑制の要素

それでは抑制するための方法には、どんなものがあるか、という事になりま

すが、これを現在行なわれているイ土立によって見てみたいと思います。まず、

仕立を行なう場合に問題になるのは漁場、仕立方法、仕立期間ですが、これら

は犬々内容として抑制要素を持っているものです。まず、漁場の抑制j要素は、

漁場の一般的条件(水温・比重等)がアコヤガイの棲息に適する範閉内にある

ことを前提として、潮流にあると云うことが出来ますも即ち、流れが少ない場

合には貝の生活機能は抑制されてきます。従って、漁場を平面的にみれば沖よ

りも岸に近い所、特に入江などの岸では抑制作用が大きく、立体的にみれば表

層・中層よりも底層の方が抑制作用が大きいわけです。ですから、仕立をする

漁場としては、岸に近い場所の底層が利用されます。その仙の抑制要素として

は水温があります。水温が貝の生活々勤に必愛な水温より低くなれば、勿論機

能的に抑制されますが、水、j誌が適温を越えて高くなった場合(27
0

C以上)には、

機能は逆に昂進し、エネノレギ{の消耗が大きくなり、結果的には疲労による生

理状態の低下がみられ、間接的に抑制効果として働きます。このような場合、

別の抑制作用を加えると急速に生理状態が低下してしまいます。 夏期の仕立で

j主意すべき点です。

次に仕立の方法を検討してみます。方法を内容的に細分してみると、

収容量、手入れがあります。 RPち、方法による抑制作用は、この3者の抑制作
用の総合であると云えます。容器の抑制作用は、水の流通性が少ないもの程大

きく、一般に用いられている竹誌が最も抑制効果があるという事になります。

収容量は多い程、抑制作用は強くなります。その次に手入れがあります。これ

には様々の方法があり極めて複雑なようですが、その根本は抑制の平均化、抑

制の強化、産卵誘発の三喪主廷によって組立てられています。抑制の平均化と

は、具体的には既に皆さんがやっておられる誌の反転とか、上下の貝を入れ換

えたり混合したりする事で、悩々の員にムラなく平均に抑制が加えられるため

にする事です。お制の強イじとは、足糸の切断や空中露出の事で、これによって

前者は強制的に体成分の消!毛を起させ、後者は酸素の供給を断ち、いづれも

楼或いは直接に生理状態、を低下させます。その上で、三番目の産卵誘発刺戟を

与えて(生殖腺が成熟している時期には)、 人為的に産lJjisさせるわけです。こ

のことについては後述します。以上が方法の抑制要素です。

最後に仕立期間による抑制作用については、期間が長くなれば抑制効果が大

きくなる事は御承知の通りです。

そこでこの三者の関係を第6図に示してみました。即ち、ある抑制量におい
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て、漁場と方法及び期間の関係は、漁場の抑制作用を強く、方法の抑制作用合

強くとれば、期間の抑制作用を弱く(期間を短く)することになり、その逆で

は期間が長くなります。中間の長さをとる事も、その総合わせ次第で出来るこ

とになります。現在では、これらの組合わせを、量的にきめられる段階にはあ

りませんが、仕立を行なう場合の考え方として街l参考になると思います。

(3) 抑制による貝の変化

抑制によって、貝がど

ういう状態になるかとい

う事は、 1前述の杵品体の

動向とか関殻筋力の推移

とかで、その生足立状態を

矢口ることができるのです

が、実際に私共が仕立を

しようとする場合、自で

見ておよその判断がつけ

られ Lば、これに越した

ことはありませんO 現状

では、一般にまだ道具な

り器械なりでl容易にそれ

を測れると云う所まで行

っておりません。そこで

目で見て判断する必要が

あるわけですが、これも或る程度の慣れが要りましょう。でも、私共のように

生物を相手として仕事をしている者にとっては、仕立技術であろうと挿核技術

であろうと、また養殖管理技術であろうとも、技術というものは単なる機械的

な操作のみを意味するものでなくて、相手の生物がどのような状態にあり、そ

れに対してどのように操作を加えれば、最も有効に作用するか、を判断する能

力をも意味するものです。従って、こ Lでは貝の状態、を適確に判断できる能力

が、技術上の大きい要素になってくるわけです。例えば挿核技術にあっても、

機械的な操作の巧拙からみれば、 1年生も10年選手も大差はないのであって、

この経験年数の厚みは、持核する貝の状態を判断する能力に反映されていると

云えましょう。

さて前置きが長くなりましたが、仕立というものが、民の生活機能を全面的

に抑制する行為であることがら、貝の状態はすべての面でド向きになります。

第 8図 仕立におげる潟、得、方法、期間の関係

明
¥、

弱
↑
漁
場
の
抑
制
作
用
↓
強

仕

立
期

間

l_一一一一一一一一一i

強←方法の抑制作用→弱
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日で見える範囲では貝殻形態、足糸分泌、軟体部色調、粘液分泌などの状況が

あります。貝殻では貝の生理状態が低下してくれば、まずその形成機能が衰え

てきます。貝殻外線の端先の形は、正常な時は鋭く固い U字型に笥泊(断面)

した形ですが、それがへら状の軟く平らな形の突起の形成にと Yまるようにな

り、更にそれも僅かしか出ず、遂にはその形成を停止します。足糸の分泌状況

は、正常ならば太く本数も多く色も濃いのですが、それが細く本数も少なくな

ってきて、これも分?必しないようになります。軟体部の色調、例えば外套膜外

縁部の黒及び褐色の縞模様、鰯側の黒いイif状模様、開殻筋後側部及び開の色調

などがありますが、一般に生理状態が低下して来た場合、特に長期間にわたっ

てそうなった場合には淡色化します。粘液は、閥、外套膜など軟体部の表面を

覆っていますが、正常の場合にくらべて、粘りが少なく比較的さらさらした感

じになってきます。

このような色々の部分によって、総合的に貝の状態、を判断できるのですが、

それでは仕立の場合寸亡、どの程度の所に目安をおいたらよいか、というlfまにな
ります。貝によって個体主任があることは云うまでもありませんが、およそ仕立

の限度を述べてみますと、貝殻の端先の形成が殆んど、停止した状態で、新しい

端先が内側から出来てこないか、全く伸長してこない程度、足糸の分泌も殆ん

ど停止し、細い足糸が1~2本あるかない位の状態です。献の色は黄土色佼まで

でしょう。全体の70%位り貝が、このような状態になれば、それ以上抑制jを強

化するのを1l二めます。

一般に貝の状態を見るために、生嫡腺の色とか状態を見る事が多いのです

が、これには次のような欠点があります。例えば卯抜きにか Lるl時の貝の生殖

腺が未成熟であった場合、そのま L卵抜き作業にか Lり、抑制を加え手入れを

行ない、仕立期間を畏くとっても、なかなか卵は抜けないものです。そうする

と抑制は充分にか Lっていて、生理状態は手術に遇する所まで低下していたと

しても、生F直線がまだ黄色いからと云って、更に乎入れをし抑制を加え、期間

を畏くとるようになります。そうすれば生狸状態は必婆以上に低下し、衰弱又

はそれに近い状態、となります。もし、これで、卵が抜けたとしても、手術後の結

果や最終的には其珠の品質が思いことは明らかです。また、秋は生殖腺の状態

から判断する事が困難になりますb このように、生殖腺だけを頼りに仕立を行

なうことは、生;7IIi腺が成熟している貝或いは時期以外には適用しないのですが

ら、そのような場合には盲滅法な仕立をする事になってしまいます。

(4) 卵抜き作業をするためには

生殖線の話が出たので、ついでに卵抜き作業を順調に行なうためにどうすれ

-10 



ばよいかを考えてみましょう。まず、生殖腺の中の卵や精子を体外に放出させ

るためには、生殖線が成熟している必要があります。これは卵抜き作業を行な

う前提として欠かせないものです。従って、卵抜きにかける貝が未成熟である

ならば、水温の高い流れのよい漁場に浅市りしたりして、生殖腺が充分に成熟

するようにしてやります。生嫡i践の発達は、前年秋からその年の春にかけての

水温の在り方とか、春から後の水温の上昇の仕方或いは養殖管理の仕方に左右

される事を考慮して、初夏から卯抜きをするための貝fj:、前年秋から適切な管

理をして、なるべく生嫡!践の成熟をはかつておくようにします。

生嫡腺が成熟すれば、卵抜き作業にか Lります。前述のように、これは抑制と

産卵誘発を組合わせたものですが、まず抑制jをかけることになります。この抑

制によって全身的に生活機能を抑えれば、生腺においても生殖細胞の形成が

抑制・停止されます。これによって現在生組JJ)il内に形成されていた生殖細胞

だけが、次々と成熟し放出される事になり、後続部15誌は出てきませんO 従って

平く生殖細胞が無くなります。この後続部隊としての生殖細胞の新たな形成を

断ち切ること、これが卵抜きにおける r~J制の大きな効果です。また、このよう

に抑制を加えると、 )il~'卵刺戟に対する感受性が高まるようです。このように抑

制しておいたものに、今度は産卵車l)!裁を与えるのです。方法は御承知の通り、

温度、比重の去を与えたり、足糸を切るというような機械的な刺戟を与えま

す。 温度の差を与える方法には、海の上下層の水温差(低水温→高水温)、 直

接詰ごと天日に当てたり、能にムvロなどをかけて天日に当てたりして、海に
戻すという温度差(高気温→低水温)等を利用する方法があります。比重の差

は、海の k下層及び沖yJの子j箭による差を手IJnJしています(流れも関係があると

考えられます)。 また、外洋水域を利用する方法(高水温・低比重水域→低水

温・ !aJ比重水域)もあります。生殖腺が成熟していれば、温度や比重の上で、

それ程大きな差がなくても、ヨ三F直前Ilfj包の Jj~出は可能なのですが、このi場合の基

礎になる温度は200CJ以l:、比宣言は1.020以上が必要のようで、それ以下での放

出は国(Qftでしょう。 のための適温l 工25~280C位、比重1.024程度でしょ

う。

以上のように、早く卵子或は精子を放出させ、仕立を完了するためには、は

じめに生殖腺の成熟を充分にばかり、次いで抑制j→産卵誘発→抑制→産卵誘発

…→と両者を繰返してゆきます。産卵刺戟を与える間隔は、抑制下で未成熟な

生殖細胞が成熟するまでに 7~10日程度 (7K温22
0

C伎で)か L りますから、そ

れ位の日数を置けばよいと思います。水温が高くなるにつれて、この間隔は縮

まってきます。

-t許
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仕立終了時の生殖腺の状態は、卵・精子が殆んど無く透明な状態になってし
っすらん

まったものよりも、いわゆる「淡卵」であって、もう一度手入れをした方がい

いかな、と思う伎の程度の方が、色々な結果の良い場合が多いようです。

(5) 掃核手術部の

仕立の仕上げとして、挿核手術前には養生を行ないますが、その意味はどう

いうことなのでしょうか。仕立をすることによって、貝の生、主主状態は次第に低

下してくるわけですが、抑制が加えら九る過程にあって、貝の生理機能はそれ

に順応するために乱れ勝ちで、特に手入れを行なった後では、体の生理的平衡

がかなり乱れていると考えられます。そこで、最終回の手入れの後では、それ

以上生現状態が低下せず第7図のように平行になるようにし、生理的平衡がそ

の水準で安定するようにするために、抑制の軽減をしてやります。それがこの

養生の意味です。もし、それをしない時には、必要以ヒに生理状態が低下し

て、衰弱気味になってきます。また、もしこの養生を行なわずに最終回の手入

れ置後に挿核手術を行なえば、手術後の弊死・脱核が多くなります。この養生

ぢ7図 仕立における係核手術的の養生

王者 i 
、旬、、"-.... 

は
V)  

生 挿

血 核

状 良
千晶

有J山E、 右目

v 、三込不
低 可

一一一一→仕立の経過 ¥手術前養生/

(抑制の軽減〉

の方法としては、収容密度をや L少なくするとか、中層以浅に吊上げるなど、

抑制を或る程度軽減する方法をとります。こJの養生期間即ち最終手入れから挿

核手術までの日数は、 5~10日又はそれし以上とります。この養生によって、肉

質の膨みや努力性が増加し、少し大きいサイズの核の挿入が可能になります。

更に、手相&1去の奨死、脱核を軽減します。ただし、この養生によって生理状態
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を急に上昇させることは避けねばならないでしょう。 1:711えば、貝殻の端先がど

んどん伸びてくる程に抑制の軽減をしては、仕立の意義が宍なわれてしまいま

す。以上が仕立の目的及び方法についての概略であります。

4.養生は何んのためにするか

現在では、開核手{liJ後の養生の是非について、屡々11(江議されているのを開き

ますが、一体養生というものは、どういう目的でなされているものか、それを

li今日米してか Lらねばなりまぜん。そうでなくて単に主主t-Q]間を何日とればよい

か、という事を詮議しても仕方がないと云えましょう。一般には、養生は手術

後の芦珠袋が{乍られるまでの期間、静養をさせるため、、は手術後の搾死・

iJ党殻を防1とする措置であるたどと云われております。しかし、本当にそうたの

かどうか、また、発生とはどういうな義を持つものなのかを知らなければなら

ないでしょう。そのために一つの

(1) 挿核手術後の目復の仕方

まず、一定の仕立をし、持核手術を行なった貝を、主主期間0、5、10，15，20日

の5群に分け、手術後40日までの生王手状態の変動を、約一品イキとか開設筋力など

で調べ、更に半年養殖後の搾死率、哀珠の歩留と品質を調べました。例えば養

"，tO日苦手と同15臼群の手術後の回復状況を比較すると第8図の通りで、そう大

きな違いはないのですが、 15日詳の回復の仕方が早い事がわかりますo これは

一見矛盾しているように思われますo何故なら、環境条件としては沖漁場にく

寄与 8凶 養生の有無による挿核手術後の凶復状況の相違
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らベ、余りよくない漁場に、よくない管理条件で置かれた鮮の方が回復が早いの

ですから。しかし、貝の状態が、仕立の抑制を受け且つ挿核手術を受けている

という前提があってのことなので、次のような説明で、それを解くことができ

ます。即ち、帰核子手j~後の貝は、或る程度の抑制j状態に置くことが必要なので

あり、これによって手術後に多少とも起る生体反応を阻止し、生お'.Uサ平衡の乱

れを最小限に抑え、その間に徐々に回復への転機を与えてゆくことができる、即

ち回復が平められるという事です。こういう意味から、養生とは手術後におけ

る抑制一手段であって、云い換えれば11:立の続きであると云えましょう。勿論、

抑制の程度は仕立よりも軽いものですが、それでは何故、ある一定期間が必要

なのかと云えば、子市I，jの後には例え仕立を行なってから手術をしたものでも、
やはり生政的な15しれは多少ともとt.じるわけで、それが最も顕著にみられるの

が、大体手術後7目前後です。その時期を経過するまでは、不必要な料執な与え

て生理的平衡をそれ以七日しすことのないようにしなければならないでしょう。

従って、生理的に安定するまで、少なくとも10日以との日数が必要だという事

になります。

(2) 搾死率と歩協

以上のような手術後の回復の仕方の違いは、仕立の有無による手術後の相違

程に大きい主主がみられるものではありません。従ってその諜死率や朱の歩留

にも大差はなく、第5表のような結果でした。統計的に検定してみますと、両者

とも差が認められませんでした。このことは、養生によって緊死や脱核を防止

しようとしても、それが出来ないという意味になります。云い換えれば、手術後

の鰐死や脱桜 Cl:!IJち!真珠の歩間)は、

主として仕立によって支配されるも

のであるという事です。従って、持

死・脱紗:を少なくし、最終的には

J~ の歩留を良好にしようと思えば、

仕立をと乎に行なう事を先ず考える

べきでしょう。

(3) 真珠品質の相違

それでは、養生の最終的な効果と

いうのは何処にあるか、ということ

になります。それは真珠の品質に反映されてくるようです。前述の実験では、

都合上普通の核を使わずにパラフイシ核を使用しました。そのために有機質及

び稜柱質を含む翼珠が異常に多く生産されてしまって、品質を詳細に検討する

第5表 交こ生期間による

艶死率及び歩留のJ、目迅
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ことが不可能になってしまったのですが、一応第6表のような分け方で区分し

てみました所、真珠層真珠の出現率のーとで‘廷が認められ、他の部分では差があ

りませんでした。

第6表 養生期間による真珠品質の柏達(パラフイン核)

養生期間|真珠層真珠|真珠!詔・ 1安問稜柱周真珠(有機質真珠| 核 ( 計1~h1\./"f:gr 7~J.--/Í\. 1騒複合真珠 1~~'\..I. I'Ëi' ~J/]\.I' t-j 'li'::k._.R. :!?:::J;/l\. 1 '8'-< 

0日I 31.1% I 43.7% I 5.9% I 14.8% 4.5% I 100.0% 

5日 25.0 I 50. 0 ! 8. 3 I 6. 8 I 9. 9 
1 0日 i 27.5 I 50.0 11.2 8.5 I 2.8 

1 5日I45. 6 i 35. 6 9. 4 / 5. 1 I 4. 3 
20日 I 40.8 40.89.5 6.22. 7 

即ち、 が10 日以下の群にくらべ、 15~201CI m~で I'Ì~~朱層冥珠の出現

率がi旬いという結果でした。この結果から、 よって、仕立ほどの力はない

としても、芦珠品質をゴ γ トローノレできる事がわかりました(初期分泌現象の

調節)。

前述の手術後における回復を早める健康管理的効果に加えて、このような品

質管理的効果をも、養生の効果の中に加えてよいでしょう。この 2つの結果は、

手術後の貝の生理状態と真珠の品質の関係が、如何に得援なものであるかを物

語るものです。

このように養生の効果には、 ft江と共通するものがあるのですが、それは養
生作業単独で顕わすことの出来るものではないという意味から「養生とは様々

の簡で仕点の効果を補強する役割を果すものである」と云うことができるでし

ょう。

5.養生の方法

養生作業が、仕立と同様に抑制を肉容とするものであることは、前述の通り

です。従って、その方法も基本的には仕立と同じに、if!君、場は潮流、容器は水の

流通性を問題にします。たゾ養生の場合は漁場の条件として特IC水温を考慮し

ます。水溢26
0

C以下、理想的には250C以下が必要なのです。この温度以上にな

ると、手術後の諮死が多くなり、真珠の品質にも影響が白立ってきます。それ

以外の条件は楼息適範囲什にあれば問題ないでしょう。この水温の条件を考え

ると、夏に高水温になり勝ちな漁場では、実際問題として養生を行なうことは不
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適当になります。そこで、沖の漁場で養生することになりますが、その場合

は、やはりそこに見合う抑制方法をとるようにする事は云うまでもありませ

ん。一般に英潔湾など三重県下のi魚、場では、手術後の貝を特に養生のための容

器に収容せず、活通のトランク議とかパーノレ・ネットに、そのま L沖出し出来る

形で収容し、それを養生f去に吊しています。この場合、抑制要素は漁喝ーと ~~l間

にあるだけで、方i臼こよる抑制作用は内んどないと考えてよいわけです。しか

し、漁場が良好であればある程に、養生における抑制は強くする必姿があるで

肉i毎などで、 ifrEれがよく、貝の育ちも恨めてよいような

ことの出来ない作業である筈です。漁場では、

養生期間については、今までその設定のために哀珠袋の形成日数とか、

量・粁品体などによる生理状態の回復日数とかV、基般的なデータとして採り

上げられてきました。しかし、真珠袋の形成は半白働的に行なわれるものであ

って、養生とは関係がたく、また、その他の方法も含めて、これらの方法は個々

の当事者が実際的に実施出来る性質のものではありませんO 養生期間を判断す

るためには、その員の生活i状態が回復¥/C向っているかどうか、実際に貝を見て

判断すればよいのです。それは貝殻の端先見び足糸などの形成状況でみればよ

いでしょう q員の生活機能が正常に反らなければ、端先の形成や足糸の分泌は

殆んど起らないものです。例えば 7月頃で粁品体が手術後20日伎で正常に復し

、端先の形成は全体の809台、足糸の分泌は 100%の個体に見られました。

このように端先や足糸の形成が見られるようになれば、 了してよ

になります。

もし、 ifff:況が高水溢など不都合な状態にならないならば、品質管理の方に重

点を置き、もう少し長く置くことも考えられます。この場合は前述のように初

期分泌物の量を少なく抑える事を目標にするわけです。

このように養生期間?;:、健康管問としては15日位、吏に品質管支1lの意味を加

えるなら、それ以上30Ei位までが望ましいと考えます。イ旦し、漁場の条件が前

あることな前提とします。

いての概要:をお話致しましたが、古くから行なわれt)_士、

ている養殖作業の一つ一つの技術について、皆さんが更に認識を新たにされ

て、技術の改良に、良質な哀珠の生産に励まれるよう願ってやみません。
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真珠養殖業者のために (4)

各種吊線の比較試験

宮 徹 夫内

1.はじめに

前報 (5巻5号、ナイロ γ ・ロープの吊線)にナイロ γ、ロープの性質などに

ついて報告したが、その後各種吊線を用い、その比較試験を行ったので、ここ

にその結果を示し、業者各位の参考に供す。

なお、本試験は三重県立水産高校に在職中行ったものであるが、吊線の径お

よび強力・ 1Eド度の調査は東洋レーヨシ株式会社・技術サービス部産業資材研究

所にて行われた。これは東レ会長田代茂樹氏、同技術サービス部長吉田皆蔵

氏、同産業資材研究所長松村作次郎氏などの御好意;によるものである。ここに

深謝の意を表する。また、試験に用いた吊線は東レおよび宮崎株式会社(丸富〉

より提供されたものである。ここに謹んで感謝する。

2.材料と方法

イ、試験場所 :英虞湾和呉浦(三重水高実験用水筏)

ロ、使用前線 : No. 1 

No. 2 

No. 3 

No. 4 

No. 5 

No. 6 

No. 7 

No. 8 

No. 9 

No.10 

No.11 

No.12 

クレモナ混合'打

パーノレサシ・ナイロシロープ

クレモナ万漁ロープ

クレモナ 5号ロープ

白ナイロンロープれ‘

再製ナイロシ(黒)

グ (ネズミ)

ポリプロピレシ

ナイロシロープ

パイレシーE

パーム

わらなわ
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ハ、使用期間 : 5ヶ月間 ('61i:!三6月24日-11月24日)
上記要領でそれぞれの吊線に金網誌を吊り、試験使用終了時の吊線の性質を

水面上と水面下とに分けて調べ、使用前の性質と比較した。

なお、金網寵の重量は試験開始時lKg、終了時2(1. 8-2. 3) Kgであった。

3. 結 果

径および引張試験の結果を表1に示す。

表 1 径および引張試験結果
(1) 使 用 前

一一一一…1一一一一一一一一一

コーノレター ノレ染

iJ:iIiプJ (K9) 伸度 (円台)

1 5. 10 14生65 19.1 5.33 133. 56 ( 92. 4) 21. 3 (111.5) 
2 5.30 388. 10 52.2 5.51 307. 00 ( 79. 1) 54.2(103.8) 
3 5.09 232. ']0 28. 7 5.35 227.23( 97. ']) 31. 9(111. 2) 
4 5.68 296.75 38.0 5.84 326. 20 (109. 8) 42.8(112.5) 
5 5.61 421.13 ']4. 3 5. 72 340. 30 ( 80. 8) 59. ']( 80.3) 
6 
7 6.49 150. 75 39.0 
8 5.22 253.20 66.6 5.28 266.80(105.4) 印.O(90.1) 
9 4.83 375.50 44.5 4.92 366. 75( 9'].3) 43.2( 9'].1) 
10 4.81 294.00 32.0 5.28 295.30(100.5) 39. 5023. 5) 
11 10.79 162.75 34.1 
12 13. 31 135.63 23. 7 

(2) 使用後(コールタール染)

海 面上 海 水 中

径(111m)I 強力 (K9) I伸度(%)

5. 32 i 139. 41 ( 96. 
5.58 I 376. 20( 97.0)1 57.1(109.4) 
5.26 I 220.70(悦.9) I 33. 2 (115. 6) 
5.901300.40(101.3)139.7(104.5) 
5.72 i 385. OO( 91.5)162. 6( 84.2) 

と64[ 18: 69 I 4~ 6 
5.26 274.30 (108.3) I 57.6 ( 86. 5) 
4. 93 I 330. 38 ( 88. 0) i 44. 7 <100. 4) 
5. 17 I 308.20 (104. 6) i 38. 8 Cl21. 3) 
10.14 ! 145.20 39.0 
13.23 ! 141.30 22.5 
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(3) 使用後(コールター}!，染なし)

面上

強力 (匂)

120. 00 (83. 0) 
261.00(67.3) 
1印.80(73.0)
267.25(90.1) 
2β5.00(63. Q) 

106.38 
160. 10 
23.00( 9.1) 
232. 60 (61. 9) 
275.50(93.7) 

注 ( ) 内は強力および伸度比

f、百箆←~ 水 中

強力

128.41 ( 88.8) 17.4(91.4) 
361. 50 ( 93. 1) 50.4(96.5) 
203.85( 87.6) 31.6(99.1) 
263. 70( 88. 9)! 34.0(89.5) 
448. 20(106. 4)i 46.9(63.1) 
132.94 41.0 

測定条件 (1) 引張試験は試長10in、速度10in/minで行なった。

12) 径はマイクロメ戸タ{でIJlIJった。

強力144.65匂、伸度19.1%というのは、その吊線を破断させるために要した力が

144.65匂で、破臨rr時にifJ線の長さが19.1%伸びていたということである。

4.樹評

( 1) クレモナ混合打 使用後の強力低下はゴー/レターノレ染では海部上、海水

中共にみられないが、染めてないロープでは海面上の日光などによる影響を

かなり受けていると思われる。また海水中での影響は他繊維にくらべて変り

ない。

(2) パールサシナイロンロープ 使用前のコーノレターノレ染による強力低下が

やや目立っているが、使用後におけるゴーノレタール染試料はいずれも低下は

きわめて少ない。染なしの試料は海面上で使用したものが強力比67.3%で相

当弱っているが、海水中ではごくわずかで‘ある。

(3) クレモナ万漁ロープ (1)とよく似た結果で、あり、染なしロープの海面上

の強力低下がかなり目立っている。

(4) クレモナ 5号ロープ コー/レターノレ染による強力向上がおもしろい傾向

である。使用後における低下は染なし、染共にきわめて少なく良好な結果を

示した。

(5) 白ナイロシロープ打 (2)とほとんど同じ傾向であるが、染なし試料の海

水中で、の強力防!とが認められているのはこのほかにはない。
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(6) 再製ナイロシ(黒) 使用前の試料がないので使用後との比較は出来ない

が、 i毎回上、海水中との比較では染は差がないが、染なしでわずかj毎回上に

低下が認められる。

(7) 再製ナイロン(ネスeミ) 使用前のコーノレターノレ染および使用後の染、染

なし共に海水中の試料がないので詳しいことはわからないが、海面上の染、

染なし共に強力の向とを示している。

(8) ポリプロピレシ渓 ゴーノレターjレ染は使用ゑ共にわずかであるが、強

力の向とな示した。 また、染なしでは海部との試料が強力比9.1%で著しい

低下を示している。しかし、海水中ではほとんど低下は示していない。

(9) ナイロンロープ ゴーターノレ染なしは(2)、(5)の向と同じであるが、コ

ーノレターノレ染においては(2)、(5)では使用後が使用前にくらべて強力向上を示

していたのに対L、海面i上、海水中共に使用前よりもわずか低下している 0

M パイレンーE 使用後の強力低下はほとんどなく、ゴーノレタール染では

わずかに向としていて、 12点中最も安定した良好な結果である。

帥 パーム ゴーノレターノレ染なし試料がないので染めた試料についてのみで

あるが、使用後の強力低下はわずかに認められ，る。

同 わらなわ 帥と同じ試料状態である。ゴーノレターノレ染の使用後における

強力低下t主ほとんどなく、海水中では少し向上している。

以上全体的に、使用後における海面ヒの強力低下は、ゴーノレターノレ染なしの

みについてポリプロピレンが一番大きく、ついでナイロン、クレモナ、パイレ

シ-Eの)1国となっている。海水中試料については各繊維とも大差なく(強力比

85~95%) わずか低下を示している。

また、ゴーノレターノレ染試料については、使用前後の去はあまりない。

なお、海l面上の日光などによる影響は染なし試料については著しいが、ゴー

ノレターノレ染試料についてはほとんどないものと推察される。

径については、使用前後における傾向は見い出せなかった。

5.結び

比較試験の結果、次のようなことが分かった。即ち、

※ ポリオレブイン系繊紘は一般に耐候性が患いが、ある援の安定剤によって著しく向
上する可能性がある。木突験に用いたポリプロピレン繊維には、その安定資jが入っ

ていないために、このような結果が出たが、安定剤によって同系繊維のノミイレンー

E (ポリエチ1/ン)繊維と同様あるいはそれに近いものになるわけである。このポ
リプロピ V ン(バイ V ン)繊維については、今後安定剤jの入ったものについて再調

査したい。
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。海面上ではパイレシーEの如くほとんど使用前後の走のないものもあるが、

一般に日光などの影響によって強力が低下する。

。海水中での強力低下はわずかである。

。ゴーノレタールで染めた;場合には使用前後の予告は殆んどない。

現在出まわっている合成繊維の吊線には、従来の市緑にみられぬ多くの利点

があるが、反面、日光などの影響をうけやすいという紋点を持っている。故

に、合成繊維のri4線を使用する際には、その紋点をもよく理解して、その政点

を制iうような使用法を三i手えるべきであり、その使用法の如何によっては、 f有線

の寿命も当然兵ってくる答である。

そこで、ここに合成繊維吊線の使用上の注意点を参考までに述べておく。

① 吊線は出来るだけゴーノレターノレで染めて用いること。

使!日者の立:hl~からいえば、出来ればコーノレターノレ染めは i控けたいものである

がコーノレタール染めを行った市線では使用、前後の強力にほとんど差がない事

からも、 /fI線の寿命を長くするためには、 1'14*泉はコーノレターノレで染めて使用す

べきである。ところで、海水中での強力低下がわずかなことから、合成繊維吊

線のコーノレタール染めはわらなわやパームの場合と異り、 i毎回上に出る部分の

みを染めるのも一つの方法だと思う。

② 有色のロープを選ぶこと。

合成繊維を日光に暴露すると、一般にその品質は低下するが、これはある範

閲の波長の紫外線の作用を受けるためである。コーノレターノレ染めの効果もこの

紫外線の防止に原因するものと三考えられるが、染色の有無によっても吊紘のう

ける日光の影響は兵ると汚えられる。

@ 吊線の主下を時々変えること。

潟水中での品質の低下はわず、かであるから、ゴーノレタール染めを行わずに使

用する場合に、一年に一-二度、貝掃除時などを利用して、吊線の上下、即ち

海商上と海水中の部分とを変えることは、吊線の寿命を畏くするための有効な

一手段になると思う。

④ 吊線は日|注に保管すること。

使用せぬ吊線を保管する場合には、吊線を日光に暴露しておくとその品質が

低下するから、日光のあたらぬ黙外線の影響をうけぬような場所に保管すべき

である。

以上、使用上の注意点について気のついたことを述べてみたが、合成繊維の

魅力は強くて腐らず、軽くて取扱い作業が簡単ということと共に、コーノレター

ノレ染めの必要がないという点、にあっただけに、ゴーノレタール染めを仔った方が
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ょいということは一寸問題になると思う。

また、そのコーノレターノレ染めによって、特にナイロンにて強伸度が低下して

いるということも問題となる。この原因、特に同じナイロン (No.2、5、9)でそ

れぞれ強仲度低下率に差のある原因としては、次のような事項が考えられる。

(1 ) コーノレタールの成分

ゴーノレターノレ中に含まれる酸性成分またナイロンの溶剤となる成分が多く含

まれるほど、ゴールターノレと接触していゐ部分にIJr6:化がみられる。

(2) コーノレタールの照度

処理後ロープのコーノレターノレによる[~i]定具合によって、強{f[r度に去がみられ

る。 lllJちコーノレターノレによって使用繊維が歪みを受けた状態で引張られた場

合、その強力、仲度ともに低下することは明らかである。

(3) 処理jEL度、時間など

これはロープ内部への十三透の震合いに関係があり、 (2)と同様ロープの回めら

れ具合によって強力、{中f立に影響を与えるものと忠われる。

このように、ゴールタール染めには、実際作業上は勿論、そのコーノレタール

自体にも問題があるわけで、コーノレターノレ染めの効果が日光など、特に紫外線

の影響を防ぐ点にあると忠われるだけに、このコールターノレ染めに代る簡単な

染色などという方'i':去を考えるべきで、あるが、これは今後に残された重要な課題

である。

故に、現段階では前述したi毎回上にあらわれる部分のみをコーjレターノレで染

める方法とか、ゴールターノレ染めした市線やパイレシ-Eの如き比較的日光に
よる影響を受けにくい吊線が海面上になるように、二本の吊線をつなぎ用いる

方法など比較的手間のかからぬ方法をJ考案してmいることが先ず必要だと思
う。

× 〉く '，/ /， 

今回の比較試験調査の結果、合成繊維吊線の故点を一応知ることが出来たの

で、今後はこの散点を補う方法を明らかにしたいと思っている。

業者各位も、この調査の結果を参考にされ、正しい効果的な吊線の使用法を

考察されるようにしていただきたい。
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真珠浜揚歩留り向上対策について提唱

平 賀 太 仕
比LE
 

(全真連指導部)

最近奨珠浜揚の歩留りが特妹な災害を|添いて二与えても従前に比べ低下してき

ていることは(特に三重地区において)皆さん既に御承知のとおりでありま

す。昨年10月その状況について調査いたしました結果は第1表の通りで、これ

を昭和28年当時(第2表)と比較いたしますと地区によって多少の持はありま

すが何れも相当低下していることが認められます。ス量の低下だけでなく質の

低下もこれに伴っているわけでありまして、このことが皆さんの事業経営面を

如何に苦しめているかは既に}身をもって体験されておられる通りであります。

養殖技術が長足の進歩をしているにも拘らずこの事態が生じていることはま

ことに憂慮すべきことであると考えます。皆さんはこの打開について日夜努力

を重ねているわけで、ありますが、残念ながら期待する程の効果があがらず心配

しておられるのが実状であろうと思います。そこでこの解決策として次のこと

を提唱する次第です。別に事新しいものではなく恨めて当り前えのことで、要

はその実行如何にあると存じます。皆さんの御批判をお願いする次第です。

(1 ) 挿校適期に作業主ど集中し、不適当な時期にはl阪力休止するようにする。

珠の品質、歩留りに影響を与える要素は母貝、漁場、技術、管理等であろう

と思いますが、これ等の総てを直に改善することは望むべくして実行不可能な

ことであり、現状の下で実行可能な方法として挿核適期に作業を集中し、不適

当な時期にはなるべく休むようにはできないものでせうか。皆さんには事業の

経営上から一定の作業計画数がありこのため不適当な時期と知りつ Lも、止を

得ず無理な作業を行い多くの死貝を出し、又死貝が出る程ですから珠の質も

いと云う結果を招いているのが実状ではないかと考えます。資金繰り、労働力

不足の現状において非常に難しいこととは思いますが、この際冥負Ijに考へて頂

きたいと思います。

持核適期は地区によって異なりますから、例えば夏期の高水温時には共同し

て他の適地で掃核を行うと云うことも一つの方法ではないかと考えます。この

ことについては地区烹珠漁協を中心に検討する必要があると思います。

(2) 持核適期(地区別)をお互に連絡研究し、把握すること。
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(第2表〉 冥珠浜揚歩留り調査表(昭和29年三重水試調)
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一一幸田隆養殖場の巻

今回は個人経営で筏台数約100台の三重県五ケ所湾の幸四隆養殖喝を紹介す

る事に致しました。本文句に先立ちお世話になりました、幸田降氏及び養殖場の

人々にお礼申上げます。

(ー〉 沿 革

幸四養殖場は現在の経営者幸田隆氏が'i災后沿岸漁業の疲弊していた時、冥珠
養殖業が脚光をあびその事業の将米1''1:の性かな点に着目して、昭和24年4月五

ケ所漁業協同組合の野ì:r.~漁場にて友人の西井沓四郎氏 (現在五ケ所点珠養殖漁

業協同組合長)等

と哀珠養殖漁場を

設置した時にはじ

まると云へる。

当初五ケ所漁業-

協同組合より資金

の援助を受け三重

県志摩郡大王国I船

越の中村吉郎兵衛

氏の指導のもと

に 3年貝3100ケ!乙

5ミリの核を2ケ

づっそう入し翌25 神津佐 t~! 均の陸上施設
年10月2800グの貝

より5-6ミリ珠170匁を生産した。当時立珠は非常に高価に取引され、 170匁

で17万円で販売する事ができ、初年度よりの投資金額の2倍もの利低をあげ

た。 25年より本格的に漁場の拡張!とのりだし五ケ所湾内の杉之浦漁場及び神津

佐漁場を設置同27年には筏台数を60台に増加し作業貝数10万の規模にもってい

った。当時は哀珠のブームの時代であり有利に販売する事が出来経営は非常に

-28-



良かった。 しかし29年には不況及び国内加工販売組織の弱さから市場に貰珠が

たぶっき、翼珠の市場価格が下落しそのため販売が非常に苦しくなった。昭和

30年全国漁協 (現在の全翼連) の真珠共販制度がlì{~・立され罫珠の市場価格も安

定し、それ以後は、事業の規模も漸次拡張し、同31年Kは三重県鳥羽l¥i小浜に

仕上漁場の開設を終り 、現在でけ、杉之浦、利l津佐を基地漁坊に鳥羽を仕上波I場

に利用し、筏台数100台、従業員20名で6-7ミリ主力に作業し2年-3年間養殖

している。

事 業 歴

昭和24年4月

昭和25年

昭和26年

昭和31年

(ニ) 現

神葎依漁場の基地筏

五ケ所湾野添漁場にて幸田隆氏冥珠養殖業1C7i苦手

五ケ所湾神津佐に4キ坪のiw.、場を設置

五ケ所湾杉之ir自に4千坪の漁場を設置

鳥羽l¥i小沢ーに 2千坪の仕上漁場を設置現在に至る

j兄

幸田隆養殖場の漁場規模は筏台数100台i魚、場面積l万坪で、その内訳は神津

佐漁場4千坪で35台、杉之浦漁場4千坪で45台、鳥羽漁;均2千坪で20台の割合

となっている。その主力漁場は神津佐及び杉之浦漁場で、ここは基地漁場及び

-29-



仕上漁場として利用され水温の年変化は、140C-350Cで周年漁場である。 鳥

羽漁場は純然たる仕上漁場であり最後の一年はこの漁場で養殖されるρ しかし

冬場は水温が100C以下になるため避寒の必要がらる。

五ケ所湾の主力i111、場での作業は 4月下旬よりはじまり 7月下匂迄3年ものの

7ミリを主力に行われ8月は夏期高水温のため手術作業を休み9月上旬-10月

下旬は2年ものを主力に手術するが、4月-7月末の期聞に年間作業の80%を終

る。 4月-5月中に使用する母貝の仕立は前年の11月頃よりはじめる。又手術

后の養生期聞は春20-25日秋20日位であるが、夏場は水温が高くなるため270C
で沖出をする。

神津佐及び杉之浦の漁場は珠は良く巻くが、一般的にク リームの傾向が強い

ので五ケ所湾で1-2年謎殖して浜揚げする年に、鳥羽の漁場で養殖する方法が

採られているので、白糸の珠が比較的に多くなっている。近年漁場が老化して

来たため珠の歩留り及び品質の低下が現れて来ており 、事業をはじめた当初に

較べると10%位の歩留りの低下がみられる。それらの対策と して同じ五ケ所湾

内の漁場開の筏の

交流をなしている

がある程度の効果

があがっているよ

うである。

経営者の幸田氏

vt、筏台数100台

前后は経営上合理

的でないので、今

后は県外務、場を開

設し、作業貝数30

万、筏台数200-

300台程度の規模

に持って行き、又
神津{左漁均の核入作業

会社型態を採り事業の合理化を計りたいと L語っている。

(三〉 事業の機構

本機

経営者

漁場規模

三重県度会郡南勢町五ケ所浦841

幸田 隆

1 万坪

ハ
U



筏 台数約 ;1 0 0 台

養殖場

。科1津佐漁場 4千坪 筏台数 35台

三重県度会郡南勢I1Ir五ケ所浦和l'津佐
基地漁場仕上漁場

。杉之浦討T!.場 4千坪 筏台数 45台

三重県度会郡南勢町五ク所浦杉之浦

仕上 漁場

。鳥羽漁場 2千坪 筏台数 20台

三重県烏羽市小浜 仕上漁場

杉之浦漁均の養殖筏

『

B
A

内
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十十++++++++
+ + 
+ 
+ 全真速だより:
+ + 
++++++++++ 

五ケ所南海地区真珠技術研究会

全真連になって京珠技術研究会の第・回出張研究会は去る 6月1日、 2日の両

日三重県五ケ所湾の五ケ所、 l南海の問地区で開催されました。

今回は全翼連として第一回の出張研究会であるため、全翼連より井上常務が

挨拶に出掛け今后の真珠技術研究会の構想について話し、次いで各講師の講演

には入りました。

先づ第一に最近そう核の時使用する添加栄養剤として話題になっている“ヨ

ークレVチシ"の試験結果について国立支珠研究所町升技官よりお話しがあり、

第二に同じく国立翼珠研究所の植本校宮より“仕立養生の理論"についてお話

しがあり、第三に三重県水産試験場→tlJ口技官より“漁場別の真珠の巻について円

お話しがあった。又実際に養殖をやりながら研究されている北村翼珠KKの竹

内敏夫氏より“春作業舟母貝の仕立について"の貴重な経験談があり皆の抗日

を集めた。

今回は天候に恵、まれ会員の出足も非常に良く五ケ所地区で80名余、南海地区

で80名の多くの出席を見た。又講演の点についても町井氏のヨークレνチシに

ついては使用上の問題で植木氏の仕立養生の斑論についても多くの質問が続出

し、今更ながら仕立養生が養殖上如何なる意味を有するか解ったように思われ

ました。最后に山口氏の漁場別巻の均年変化についてはそれと関連して、出水

による被害の問題又は鳥羽湾に於ける草場の大量姥死の問題あるいは伊勢湾工

業汚水の問題など広い範囲の質問があり、いづれの地区でも予定日手間をはるか

にオーパーするほどの盛況きであった。特に今回感じられた事は質問が非常に

専門的になって来ており養績の水準の高くなっている事を忠わされしました。以

下今回の講師及びテーマは次の如くでした。

講師及びテーマ

(1 ) 漁場別巻、の周年変化について

山口 昇氏 三重県水産試験場

(2) ヨークレ i/チンの使)目と哀王寺、の品質

町弁 昭氏 国立真珠研究所
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主なる出席者 (順不同、敬称略)

者

本

原

米

本

城

両

架

久

山

尾上

西i兵

北村立珠株式会社

国立翼珠研究所

与

健

一

明

治

桃

久

利

正

たま

武夫

降

良彦
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村
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国

井

田
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間

太

中

太

向城

手-凹

真珠員の仕立と養生について

植木東彦氏

春作業用母員の仕立について

竹 内 敏 夫 氏

(五ケ所で講演)

西弁苔四郎

瀬古とみえ

中砧秀代

橘川勝司

横山政一

IJあ 賢男

岡本守正

山川ひろ子

中村 1'.，ll之

山本きょぇ

林 朝夫

五ケ所研究会出席者

五ケ所冥珠漁協

世古市太郎

ケ所

岩城 弘

森岡美津i台

林義次郎

山本与作

西井 徹

原

正弘

越

間

中村

)
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船

迫

五
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県水産課(駐在員) 必尾

南勢町役場 道淑主任

日本レνチン化学工業KK 小島

南

海

地

区

研

究

会

風

長

武夫

中村八十八

羽根喜一

片出徳一

西 菩ュ智

よ野徳兵衛

中村康喜

中村主一

羽根賢一

中村楠夫

rr-木甲子郎

上野 勉

片出千明

士
ロ西本夫

清

治

久

博

川崎

西本

山本

上野幸男

片出小八

長井俊雄

官f木亀寿

上野 孝

河口金三

中村吉i台

奥村達也

光永国雄

竹内金之助 平幸三浦

良石竹内

中村参三

青木千磁

片出正生

中村 保

中村平太郎

片出 達也

中村 金親

城吉太郎

三浦隆好

村田忠一

田中~:~郎

山口鎌光

松尾

中村忠臣

福回圭三郎

羽根喜助

中村大減

青木崎郎

浜口宮雄

山本源流

間

次男

賀

大畑 碩

志 摩

県水産課(駐在員)

南海哀珠漁協

商海地区研覧会出席者

礁

西本

迫

中目

伊勢谷重吉一衛北村

!Jl!子番匠優久米村平賀太寿雄
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日本の文化この百年 真 珠

毎日新聞 (昭和37年6月4日)

潮騒の底で、翼珠貝はきょうも静かに美しい分泌をくりかえし、胸中の玉を

しんぼう強く育てていることだろう。 1 世界の女性の首を~珠のネックレスで

しめてみせる」といった翼珠玉・故御木本卒、古の気概は、養殖真珠を見事に輸

出産業の花形にした。昨年の輸出額は128憶8千万円余、原料のほとんどは日本

で得られる。現在、冥I朱を養殖しているところは三重、広島、長崎はじめ24

県。近畿以西では奈良、大阪、鳥取を除き、全部の県が手がけている。天然翼

珠と少しも変らず、しかも多量にっくり出せるこの「養殖翼珠」は、御木本翁

らが発明してから69年の歴史をたどっている。

創意と地の利の。養殖庁 闘志の売り出し………

戦争で受員IE...…そして輸出ブーム これからの課題、計画生産

<>半円から真円へ

伊勢、志摩の初夏l士、~珠のモトとなる校(ドブ貝の殻粒)を烹珠貝に入れる

作業ではじまる。その真珠貝は4年間もiiJi中で育ったものだ。貝をつるしたイ

カダが広い突虞湾に幾何学模様を措いていっぱい浮んでいる。核を抱いて真珠

貝はまた 3年以上も海中でくらす。翼珠のふるさとにふさわしいこの光景を眼

下に、国立翼珠研究所(太田繁所長)がある。玄関に立っている記念碑には

真円翼珠発明者煩徳碑発明50年記念

西川藤吉先生 街i木本幸吉翁 見瀬辰平先生

とある。

真珠の歴史は古い。西暦紀元前350年、哲学者のテオプラストスは著書のな

かで「高価な宝石」と書いており、同じころの中国の書物にも「貴重な貢物J

とある。

わが国では万葉集に翼珠のことが27首に歌いこまれ、平安朝の文献にはすで
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に。伊勢翼珠グの名が出ている。

真珠はぺノレνヤ、イシド、セイロン、オーストラリア、日本の近海でしかと

れない。しかも、ナメの'襲来にあいながらの採取であった。海底から数千個天

然の真珠貝を見つけても、とれる真珠の玉はわずか2、3倒であった。

幸吉翁はこ iに自をつけた。貝に核を入れて翼珠をつくり出す方法はないか

一一明治21年9月11日、三重県志摩地方の神明浦で、アゴヤ貝に陶土のツプ

(核)を入れて試みた。向26年7月11日、この貝から半球裂の真珠 (半円冥

珠)をとり出した。これがほ界ではじめて。養猶}~珠ルに成功した第 1 歩であ

った。

同33年ごろ、桑原乙吉、見瀬辰平、西川藤吉等があいついで銀の核を使って

球型の真珠(J.~t円真珠)をつくり、 7翼珠養殖の。技術開発研究グは一応笑を結

んだ。

。イカダの発見

翼珠界の畏老、小林莫珠会社の小林万作氏 (78)はそのころをこう語る。

「ドイツで細胞学が発展し、この知識が神奈川県三崎の水産試験場に伝わっ

た。当時、試験場には西)11藤古、 )11村多実二二(京大名誉教授)らがいて細胞学

の立場から研究し、翼円冥珠の成功に導し，たのである。冥珠が日本独自の産業

になった原動力も、やはりこの試験場がはぐ Lんでくれた。当時の養殖業者

は、貝を海底に沈めて養殖していた。これでは栄養がとりにくいので、イカダ

から海の中につるしたらどうかと考え、丸太とタノレでイカダを組み、貝を金網

に入れてつるしたのが、そもそもの初まりだ。簡単なようだが、それを考えつ

いたアイデイアが、今日の際感のカゲのカだ。外国がマネしようと思っても、

マネのしょうがなかった」一。

<>1本モノ」の判決
大正8年日本の養殖真珠をロンドンで外国の製品(天然真珠)より25ノミーセ

ントも安く売り出すと、 1大センセーνヨシをまきおこし、ロンド γ商工会議

所は輸入拒否の手段を講じたほどだった。ほかの欧米諸国の業者もニセ物扱い

し、お客の目をそらした。このため幸吉翁は訴訟を起こし、大正13年(1924年)

パリの民事裁判所で「本当の真珠として売り出してかまわない」という判決を

勝ちとったが、この勝訴が日本の翼珠を世界に発展させた大きなカとなった。

昨年、黄綬褒章を受けた小林万作氏は「幸吉翁は元来、負けん気の強い人だ

が、自分の足らぬ点は優秀な番頭たちの意見をとり入れて実施に移した。その

度胸が寸ミキモト・パーノレグの信用のモトであるjと翁の企業者精神を高く評

価する。

ハむ



「明治32年に東京銀座に屈を出し、逸材、斉藤信吉をその責任者とした。当

時。ミキモトグは2ダースの注文にも応じきれない小さなものだったが、あえ

て届を出し、販売網の確立をめざしたこの度胸は、見とげたものだJ斉藤信吉

はミキモトの大黒柱であった。 i明治41年、哀珠の加工場を東京麹町の内幸町

につくった。欧米でようやく実施されだした1日8時間労働と週給制をとり入

れた。これは斉藤の発想だが、許した挙吉翁のセンスは見のがせない。

。ドン底で成長

先党者が残したイカダとカゴによる とj毎回下6、7メートノレにつるす養子立

技術は、大正末期には 1般に広まり、今日に至っている。今次大戦は 1つの受

難期であった。しかし、これはかえって戦後の資珠ブームを生んだ準備期間で

もあった。御木本実現;会社常務取締役・荻原孝之氏 (55)は回想する。

「国策にそって企業を結少し、食慢)11の烹珠貝をつくってどうにかイキをつ

いていました。終戦直前には海軍からベアリングがわりにならぬかと注文があ

るほど、落ちちました。翁は 1銭の値打ちもないイカダをi叩く貿い、転業

者の面倒jをみました。あまり買うので反対したら、イカダで仮定すれば本望

t3. //と聞き入れませんO いま考えると、戦争が終るまで貝はイカダの中で静ヵ、

に成長しりっぱな玉をつくっていたのです。この玉が終戦後五iJ外の高い

こたえ、芸珠ブームの原動力になったのではないでしょうか一一」

。駐留軍!こ「投資J

戦後駐留軍将兵がミキモトの名にあこがれ、整理しきれないほど見学にき

ザ下

れに戸。

iGHQとかけあい、 1B 48人の見学者にしぼりました。このとき、幸吉翁は

必ず出迎え、見学後女性にはネックレス 1本、男性には玉211TI!iをタマで贈り、

桟精に見送りにいく。こうしたサービスを 1れも欠かしませんでした。」これ

を利用?して12本もネックレスをせしめた婦人もいた。

人間jは4 宝石寸を持ちたがる。そのキツカケを駐留:司王の見学，，{?iに与えた効果

は見のがせない。この。投資。が後日世界的に日 となってもどっ

てきた。

昭和26年11月23日には、 さまが街]木本玄珠の多徳島(養殖場)に来られ

た。幸吉翁は陛下を「あなたjと呼び「戦争に負けて賠償を払わねばなりませ

ん。その賠償は翼珠で払います。 101才まで生きてがんばります」と元気なと

ころを見せたが、 29:fj三96才でなくなった。

。宝石・雑貨の間

昭和弘、5年の年間生産額は11千キログラムで戦前の最主主期の生産を笑破し、
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最近2、3年は年間 5.9千キログラムにふえた。半面、業界には「飽和点に達し

たJ1自主調整をして暴落を防こう」などの戸があり前途多難を思わせてい
る。

アサヒ真珠KKの社長西岡光夫氏(56)はいう。「一時、立Iえは寸宝石グか4雑

貨。かの論争があったがこれからの玄珠は、宝石と高級雑貨の中間をいくもの

として売り出す必!嬰がある。元来、妻珠は生産量の 5パーセント前後宝石の値

段があり、つぎの65パーセシトにいろんな段階の慣がある。そして残りの30パ

ーセシトほ、貰珠の信用を保つため市場に/:Uしてけ、いけないものといえるfころ

う。ゆきつくところは品質維持の努力しかないのだが、生産総長の大ワクをま

ずっくり、サイズ別には組合と業者が話し合って、生法?と計画性をぜひ持たせ

たい。 思珠の専売市jは芸珠そのものをつぶすと忠うJ

ふるさと点描 志摩郡志摩町

全国一誇る 珠玉爵

伊勢新聞 (昭和3']年6月14日)

三重の新一¥'景、志摩町は産業も盛んな町。全女性の恋人グJJi珠の生産地。外
貨かせぎのトップ・クラスである。笑虞湾の義池真珠業者の大半を志i卒、[DJで占

め、生)~~量でも全国一を誇る芦珠王国。これに次いでカツオ・マグロ遠洋漁業

の一翼もになっている。志摩町3千6百 1世帯のうち1486世帝8083人(55，2%)

までが漁業従事者である。戦後、日の出の勢いでふえた:立珠業者は、いまでは

志摩町だけでも大小あわせ800粁はくだらないといわれている。英;実湾内l土真

珠イカダが美しい模様を描き海上に立ち並ぶ作業場の構図もまた美しい。観光

客は~~珠湾と呼んでいる。県下の 6 万台のイカダの約 7 割がこ与に浮かんで、い

るの記。この湾内に浮かぶ間崎島こそ日本一の珠高。周回4キロのノj、ざい島

には60軒もの業者がひしめき、全国でも屈指の多額納税者ぞろいのj話。こ Lに

働く従業員のほとんどけ、土地の人で唯一の就職先。メスを片手にひとつひとつ

手なれた調子で液が入れられる。しかし、一見ハデにみえるこの世界も相続く

天災でこっぴどく痛めつけられ、最近ょうやくはいあがったといわれている。

しかも低い労働条件、低賃金。ごたぶんにもれず入手不足に悩まされている。

輸出の花形といわれているものしその内幕は入手不足と物価高、それに台風

νーズシを白前に、家財の 8割 EEで古海に投げ入れている2走者の悩みの種は多
いようだ。

お



真珠の色素で理学博士

国立真珠研虫所の沢田さん

中部日本新聞 (昭和37年7月4日)

国IL其珠研究所、研究課長沢田保夫氏 (37)は京大に提出していた烹珠の色

素についての研究論文がパス、理学二の学伎を

として招かれ渡米する中原暗躍博についでここ人めの 1/ 来博士グである。

の石fli-化機構など動物学的t;r研

究をしていたのに対し、沢[日課長は京大f虫学部卒業役、の色素など化学的

な研究に取り組んでいた。論文は芦珠にね色の色素があることを尚認、色素の

成分を明らかにした画期的な研究をーまとめた。

夫人の俊子さん (32) も研究所に勤めており夫帰そろって畏珠の研究に打ち

込んでいる。

"養生"の意義解明

真珠研の構本技官が研史

中部日本新開 (昭和37年5月2ヨ日)

国立点珠研究所の楠本東彦技官(32)はこれまで理論的にはっきりしていなか

った翼珠貝の養生についての怠義と目的を解明「アゴヤ只のそう桜手術に関す

る住理学的研究、術後の蓑こ生についてjと題してこのほど発表した。 35:E4ミの

核を入れたあとの貝は衰弱しているので竹カゴに入れて波 ~ll}かな作業付近の

海に約1週間深くつり下げて安静させるのがグ養生グだが、これまでは氾由

がわからないま L に経験的にい~t%まくができることが知られていたのでどこ
でも養生作業が行なわれていた。また常識的には身体を切って核を入れられ、

弱つ、た貝の体力を回復させるとともに脱核を防ぐのが養生の日出nこ考えられて
し、7こ。

ところが植木氏の研究によると核を入られた只の手術Jに対する反応が強過ぎ

ると、かえって弱ったり、死んだりするのが多いので、反応性を低く押えなが

らゆっくりと生五機能の回復を図っていくのが養生の意義であるとし、こうし

た理由から養生は最低ト日以上必要なことをあげている。植木氏が800似の貝

を使ってした実験結果では~~~珠暗雲珠の出現率 (0~10 臼 3l. 1-27. 5パーセシ

ト、 15~20日間45.6-40.8パーセント)芦珠採取の歩どまり(養生 o-10FI 82 

--88パーセント、 15-20El 86-91パーセント)などはっきり去が出ている。

植本氏は寸養生l 土 u支に行われているが作業の ~f:2~義と目的を知っているとい
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っそう効果があがるのでこの研究をした。とくに長ニ生は体力の回復がねらいと

いう単純な考えは改めてほしいグといっている。

三陸海岸に真珠仕上げ漁場みごと養殖試験に成功

;志摩の業者 早くも進出の気配

中部日本新開 (昭和37年7月9日)

一日珠研究所は行きづまっている長殖呉珠の化粧巻き漁t:%(イ1‘上げ漁場)

の打開策としてこれまで水温が低いため霞珠養殖に向かないとしていた三陸海

岸の開発を計画、咋年からの3000個の r~珠良を使って養殖試験した結果、見事

に成功、

い良質Ft泌を生産するのが最大の課題だが、現段

階では技術的に品質を高めるには¥'.尺度があり、 ij官、場条件ニに大きく左右される。

このため業者l士、養殖の終わりごろになるとピシクやホワイト系の良質問珠の

出現おの 16)い寸化 ~i~

しかしこの化粧巻き

いj今;1勾ばかりなの
も間

質漁場が黒潮 (ii長ifiO

グと呼ばれる良へ貝を移して仕上げている。

しかなく、しかも狭

の海?と日をつけ昨年6月、 3000仰の

であるところから同条件ドにある三位

貝令官城県の松島湾、岩手県の大船渡

など十カ所に移

この

さん耳立り出され、しかも良質

として;負担なことがわかった。ず二三、

これは志浮から三|返まで長反問、

船でj主ベできるとしている。

ではj魚得価値と安定性合li{Aめるため今月中旬!再び3000何の

るが、業者のうちには早くも三陸へ進出の気配がある。松

イカダが見られる円も速くはないよう

太田国立冥J~研究所長の話 黒潮の寄せる暖かい海で養殖するのが常識とな

っている翼珠を 180度転換して三陸の海でテストしてみたわけだが、うまく

いった。養殖烹珠は増産よりも質を高めるのが最大の課題で、技術的には限

度があるので三 とって大きなプラスになると思う。
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[1真珠髄筆[
:赤潮に憶う

全 E翼連平賀太寿雄一一一一

6月1二句伊勢湾口附近に赤潮が発生、毎年のことながら答戒を要する種類と

のことで養殖注意報が出されましたが、その後間もなく消滅し被害も出なかっ

たことは幸いでした。

赤潮発生のf討を聞きますと私には忘れることのできない思出があります。そ

れは私が浜島水産試験場に奉職していた頃のことで、昭和8年12月から 9年の

3月に託って五ケ所湾に赤潮が発生(これについては報告書がありますから詳

細は省略します)今でさえ赤潮は玄珠業者にとって心配なものの一つですが、

当時としては調査資料も少なく、その被害について心配したことは今とは比較

になりませんでした。五ケ所湾には初冬高比重のときに赤潮が発生すると云わ

れていました。当時御木本さんの養嫡1揚があり、冥珠貝にも相当被害が出て、

英虞湾への波及も心配さわしました。

浜島水産試験場では養殖部主任技師の牧義男さんが中心になり、河村場長さ

んも陣頭指揮をとると云う、総力をあげてこの赤潮と取り組み、この翼剣な努

力は赤潮が消滅するまで続けられました。一方御木本養殖場でも尾田方七さん

が中心になり、三宅博士その他の方々の応援等もあって摂剣な調査研究を行っ

ていました。試験場とは毎日のように互に調査結果の連絡はしていましたが、

互にブアイトを燃してよい意味での競争をしたものでした。調査研究の主力

は、赤潮による冥珠貝弊死の究明とその対策に出がれました。海水中の酸素量

等の測定もやらされましたが、当時予想に反し過飽和状態であったことを記憶

ししいます。結局赤潮の主体であったギムノデニュームが烹珠貝の舶に引かか

り貝を宝息死させるということが尾閉さんによって究明され、顕微鏡写真でそ

の状況が訟明さイも、水試組はがっかりさせられることになったわけでありま

す。

対策については毎日のように協議会が開かれ、席上議論がギムノデニューム

の池球数に及ぶと、河村場長は油球が幾つあろうとそんなことは学者に任せて

おけ、早く被害を防止する方法を考えよと、叱陀激励されたものでした。河村

場長窮余の一策として、赤潮濃厚部のf{~水の交i戒を図るため調査船五十鈴丸
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(25屯、 50fP)を湾奥部のi護岸に閑定させ機関を運転その推進力を利用して海

水の交流を促す方法をとることになりました。今考えると凡そナンセンスと思

われますが、当時はそれ程哀貧IJにとり組んでいたわけです。私がその指揮を命

ぜられ、早速船員にその!主を告げると全員が効果は期待できないから止めよう

と云うことでしたが、場畏の至上命令もだし雑く早朝五ケ所湾木谷浦に廻航し

その任務につきました。機関を運転し海水の交流状況を調べて見ると場長の云

う長く続ければ効果が出ると云うに反し、その影響する範臨は数十米に過ぎな

い状況でした。その内間近の漁師が不思議そうに寄り集って米て、その目的を

聞くと複を抱えて笑い出す仕末、それが又船員の不服に油をj主ぐ結果になり、

私は吊し上げを喰うは、効果は上らぬはで一応作業を打切り引揚げることにし

ました。帰場後恐る昔、る場長にその情況を説明しますと、あの赤潮に何んの処

置もとらず手を時いて見ているわけに(~土いかない。他の方法:を考えよと云うこ

とで、ス協議の結果、硫酸銅溶液 (50万分の l程度)を撒布することになり、

徹夜で手分けして五ケ所湾の容積を計算し、早速翌日モーター荷台の船尾に硫酸

銅を入れた袋を吊し湾内を走り廻りました。その効果があったのかどうかは疑

問ですが、その後2-3日して赤潮出消滅し出し、程なく消えてしまいました。

この赤潮以来赤潮に関する資料も集まり、対策等についても大きな進歩とな

ったことは確でした。

赤潮発生の戸を開くにつけ異食IJに調査にとり組んだ当時のことが思い出され

殊に御指導して頂いた方々のことがーしおなつかしく思われる次第です。
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編集後記

。会報第1巻第2号・をお送り致、します。

今回は国立葉珠研究所植本氏の の仕立?寄生の理論につ

いての論文言ど記裁致しました。

。夏場になりますとどうしても原稿が少なくなりますので、皆

さんのうち研究なさっておられる事及び地方からのニユース

でもありましたら、全頁連指導部会報係まで御通知下さい。

。次号の発行は9月下旬を予定しております。
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三重県伊勢市岩淵町84番地ノ2
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発行所全国英王栄養殖漁業協同組合連合会
電話(伊勢局代表)4147番

編集責任者浜 本 忠 史

三重県伊勢市岩淵町140
印刷所

補者目印刷株式会社
電話〔伊勢局)2230番
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zoow邑J
専売特許237319

コンクリート

車味用フイ
特徴

1. 浮力が大きい

2.海水浸透の憂いがない

3.虫害、腐蝕の心配がない

4.強震が強く耐久性がある

種 2j1J 寸 法

弊 事土 製 dia 60cm x 93 コンクリートプイ
一一一一一一一

ラム ffi dia 60cm x 85 

木 卜尊 dia 60cm x 89 

コンクリート書jであるが持味な
製法であるから

遠心力によって護も同時に形成
されるから

コンクリート製で、鰍衝である
から

特許による製法で形成Lてある
から

重量 浮力 外容積

90kg 200kg 290 f 

20kg 180kg 200 f 

20kg 170kg [ 190 f 

- 広島県下のカキ養殖用ブイは、本製品の大形が殆んど使用さ

れています。

広島県佐伯郡五日市町五日市1469

光コンクリート工業株式会社



伊勢真珠資材開業会

き若手本末次郎商底
伊勢市駅前大鳥居通
電話伊勢①札512・6，62 9 

石川商工株式会社
伊勢市駅前大鳥居通
電話伊勢① 5，1 6 5 --6 

丸富宮崎株式会社
伊勢市駅前大鳥居通
電話伊勢①5，101，.._，3(夜間①3，678)

森商会
伊勢市外御薗村主中島
電話伊勢① 4，4 4 8 

三 協商事株式会社
伊勢市吹上町
電話伊勢① 2，938・4，89 6 

佐々木木工有限会社
三重県度会郡小俣町(宮川駅前〉
電話伊勢① 4，36 9・4，44 4 

「一一 一一一一一一一一一

竹村漁網有限会社
伊勢市河崎町
電話伊勢① 4，1 1 8 --9 
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